
















Telecommunications and Disaster in the Era of IP Networks

























　その後も地震は続き、14日22時 7 分には最大震度 6弱、翌15日 0 時 3 分には震度 6強の強い地震を
伴う揺れが頻繁に起きた。気象庁（気象庁、2016a）によると、15日15時までの段階で震度 6 強が 1
回、震度 6 弱が 1 回、震度 5 弱が 2 回、震度 4 が16回と大きな地震が続き、震度 1 以上の地震は134
回に達した。




1以上を観測する地震が合計2047回発生している。すなわち震度 7が 2回、震度 6強が 2回、震度 6















表 1　熊本地震で震度 6弱以上を観測した地震（ 8月31日21時現在、気象庁、2016b）
発生時刻 震央地名 マグニチュード 最大震度
4月14日 21時26分 熊本県熊本地方 6．5 7
4 月14日 22時07分 熊本県熊本地方 5．8 6 弱
4 月15日 00時03分 熊本県熊本地方 6．4 6 強
4 月16日 01時25分 熊本県熊本地方 7．3 7
4 月16日 01時45分 熊本県熊本地方 5．9 6 弱
4 月16日 03時55分 熊本県阿蘇地方 5．8 6 強























































































































































































































































































単機能 2社 3機種 3機種 ― ―
　　電話機 （ 2） （ 2） （ 2） （―） （―）
留守録付き 4社 29機種 12機種 7機種 ―
　　電話機 （ 4） （11） （ 8） （ 0） （―）
ホーム 4社 27機種 0機種 4機種 12機種









よると本震後停波した基地局は携帯 3社合わせて344局で、最大の被害は、本震翌日の17日午前 9 時
の段階にあった。停波の原因は停電と基地局への伝送路の途絶でドコモと auは停電が多く、ソフト
バンクは断線が多かった。すなわちドコモの最大停波局数84のうち停電によるものが78局、伝送路断































































第 3に被災地外の人にとっては、本震の震度 7はかなり後になって認識され、震度 7地域に対する着
信電話の急増を抑制した可能性がある。本震で震度 7を記録した益城町や西原村では役場内に震度計
を置いていたが、固定電話回線が停電で不通となって震度が気象庁に伝わらなかったのである。気象
















































アップルの APNs（Apple Push Notification Service）、アンドロイド端末へはグーグルの GCM（Google 













　第 3 に、近年は、平常時からモバイル IP通信の情報量が多くなっており、それに対応した設備に
なっていることがある。たとえば布施田（2014）によると、東日本大震災当時は、携帯 5社合計の非





































熊本 益城 熊本 益城
携帯・スマホの通話 76．5 57．8 災害用伝言板（文字） 0 0
携帯・スマホのメール 35．3 41．0 J-anpi（インターネット） 0 0
ライン 41．2 32．5 フェイスブックの災害時情報センター  2．4 0
ツイッター 0  6．0 グーグル・パーソンファインダー 0 0
フェイスブック 0  7．2 人づての話で 17．6  6．0
災害用伝言ダイヤル（音声） 0 0 直接会って 35．3 24．1




























口づて メール ライン ツイッター ネットニュース その他
近くの動物園からライオンが放たれた（54．0％） 48．1 0．0  7．4 13．0 46．3 1．9
クレア（イオンモール）が燃えた（52．3％） 52．3 0．0 15．9 11．4 25．0 9．1
○月○日○時（まで）にまた震度 7の地震が来
る（67．2％）
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Telecommunications and Disaster in the Era of IP Networks
―The Connectivity of Telecommunication Media after the 2016 
Kumamoto Earthquake―
Isao NAKAMURA
　This article examines the connectivity of telecommunication media after the 2016 Kuma-
moto Earthquake and its technical and social background. For this purpose, I conducted a 
questionnaire survey on the residents in hard-hit areas as well as some interviews of mobile 
network operators and local governments.
　Results have shown that the fixed telephone fared worst in terms of connectivity because 
of the multi functional telephone and the IP connected telephone. On the other hand, SNS 
communication through mobile phone scored high on connectivity, because the control over 
packet communication was separate from that of voice communication; and the system of 
connection was simpler than that of e-mail via mobile carrier.   
　While mobile IP network might have some problems, this earthquake scenario suggests 
that the mobile IP carries the possibility of solving the problem of congestion of communica-
tion networks during a disaster. 
